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Ⅰ 令和 7 年度財団経営の総括 

令和７年度は、大規模改修工事で休館していた芸術文化会館（いちょうホール）が、7 月に約 1 年半ぶり

に開館しました。リニューアルオープン記念イベントでは内覧会やオープニングセレモニーなどを実施し、開

館に合わせて「伝承のたまてばこ～多摩伝統文化フェスティバル 2025～」を開催しました。 

また、次期（令和 8～12 年度）指定管理者申請を行い、市民センター及び地区会館、芸術文化会館、南大

沢文化会館、学園都市センター及び夢美術館の次期指定管理者に選定され、引き続き管理を担うことにな

りました。 

事業面では、夢美術館で開催した特別展「エロール・ル・カイン展」及び「ますむらひろしの銀河鉄道の夜 

―完結編」がともに来館者数が 1 万人を超え、国内外で高い評価を受けている優れた美術作品の鑑賞機会

や、子どもも楽しめる展覧会を市内外の多くの方々へ提供することができました。また、八王子まつりは

70 万人の来場者を迎えることができたほか、11 月には約１か月間「八王子芸術祭 2025」を開催し、八王

子北東部地域を対象にアート展示や演劇公演、コンサートなど多様なイベントを展開しました。 

施設管理においては、市民センターが過去最高の利用料金収入を達成したものの、全体として施設の利

用は伸び悩み、利用料金収入は好調だった夢美術館を除き予算に達することができませんでしたが、可能

な限り支出を抑えることで、事業活動収支差額は、黒字決算となりました。 

 

１．中期経営計画の重点施策と結果 

令和 7 年度は、第 3 次中期経営計画の最終年にあたり、同計画に掲げた施策・目標の達成に向け、安全

面に配慮しながら事業を実施しました。重点施策の結果は次のとおりです。 

 

(1) 魅力ある芸術文化事業を全市的に展開し、「芸術文化薫る魅力都市八王子」を市内外に発信する 

「伝承のたまてばこ～多摩伝統文化フェスティバル 2025～」をいちょうホールリニューアルオープン記

念イベントと同時に開催し、山車の展示や、八王子車人形、八王子芸妓衆、昔話をもとにした演劇や、他市

の農村歌舞伎など多摩地域の伝統芸能が数多く参加し、15,209 人が来場しました。 

「八王子芸術祭 2025」では、八王子北東部地域を対象エリアとして 11 月～12 月に開催しました。歴

史薫る織物産業文化などを作品に昇華させたアート展示、地域の素材から作った楽器のコンサート、街歩

き等をして制作した演劇体験や上演、複数のトークイベントや市民と連携した企画展や公演等を組み合わ

せて、八王子の地域と芸術文化の融合を図り、延 24,394 人が来場しました。 

鑑賞事業では、東京交響楽団の定期演奏会、クラシックピア二ストや声楽家のソロリサイタル、ポップス

コンサート、演芸祭など、著名な出演者による公演を自主事業で実施しました。 

夢美術館では、絵本原画、リトグラフ、海外現代アートなどの様々なジャンルの５つの特別展と市民公募

展を開催し、美術鑑賞と発表の場を提供しました。 

 

(2) 子ども･市民の文化活動、地域コミュニティ活動を支援し、豊かな市民生活の実現と地域コミュニティ

活性化に貢献する 

八王子ユースオーケストラと地元バレエ団の共演コンサート、学校に演奏家を届けるアウトリーチ事業、プ

ロのオーケストラと学校吹奏楽の共演、小さな子どもたちが演劇やモノづくりに参加・体験する「2026 八王

子ふれあいこどもまつり」、伝統文化ふれあい事業の事務局運営、市民が企画した公演など、多くの市民や子

どもたちが芸術文化に触れる機会を提供しました。演劇では学生や若者が参加し企画・制作・運営を行う活動

やワークショップ等を行い、次世代の文化芸術活動を支援しました。 

地域コミュニティ活動では、地域の住民協議会が実施する市民センターまつりや講演会などを支援し、

地域コミュニティの活性化に寄与しました。 
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(3) 指定管理施設において、万全な維持管理と常に進化する運営でお客様満足の最大化を図る 

「お客様の声対応システム」の運用等によりお客様のニーズを的確にとらえ改善に結びつけ、常に利用

者目線に立った施設運営を行いました。 

なお、各施設で実施した満足度調査結果は、「大いに満足」「満足」を合わせて９８．6％となりました。 

 

(4) 経営基盤の強化を図る 

新規採用者の外部研修受講や職員への計画的な研修による人材育成に取り組み、組織力の強化を図り

ました。また、引き続き固定経費の削減や、利用料金収入、自主事業収入などの確保に努め、収支改善を

図りました。 
 

2．課題と展望 

(1) 自主事業収入等の増収 

公演事業ごとの特徴やターゲット層を踏まえた PR を実施し、また、コンビニ発券やクレジットカードの

対応などキャッシュレスサービスを継続し、時代に即した視点を持って事業を進めた一方、出演者都合に

よる事業の中止等も影響して自主事業収入は目標には達しませんでした。今後は、八王子芸術祭により文

化芸術への関心層の拡大を図るなど創客による増収を目指します。 

 

(2) 固定経費の抑制 

安定した財政運営のための収支改善には、固定費などの経費削減が必要であり、複数年・複数館契約に

よる委託費の縮減など効率的な執行を進めていきます。 

 

(3) 組織力の強化 

職員の正規化や昇任制度の弾力的な運用などにより組織力強化に取り組んでいますが、職員の更なる

スキルアップなど、引き続き人材育成に取り組みます。また、正規職員の新規採用を継続し、これからの財

団を担う人材の確保を図ります。 

 

(4) 情報発信の強化 

八王子芸術祭・伝承のたまてばこ・美術館の特別展・八王子まつりなど、財団が担う事業の意義を着実に

広報し、またリニューアルオープンしたいちょうホールを広くアピールするべく、動画・SNS・専門雑誌・地域

情報紙・動画など多様なメディアを組み合わせた効果的な PR を行いました。今後、直接の来場に繋がる

PR の効果測定のほか、財団の存在意義を広報する取組を強化していきます。 
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Ⅱ 事業概要 

1．芸術・文化の振興事業 
芸術文化会館（いちょうホール）では、リニューアルオープン記念事業として八王子文化連盟の公演

や共催事業を実施しました。「伝承のたまてばこ～多摩伝統文化フェスティバル 2025～」は、いちょう

ホールに山車を展示してリニューアルオープン記念イベントとの同時開催とし、八王子・多摩地域の伝

統芸能を数多く実施しました。「八王子芸術祭 2025」では、中野上町を始めとした中野・大和田・小

宮・石川周辺の北東部地域を対象に、歴史薫る織物産業文化などを作品に昇華させたアート展示を中

心に、音楽や演劇の上演、市民企画の支援・提携などにより、地域と芸術文化の融合を図りました。 

また、オーケストラやソロリサイタルなどのクラシックから、ポピュラーやジャズのコンサート、演芸公

演など多様な自主事業を実施し、市民に鑑賞機会を提供したほか、学校に演奏家を派遣するアウトリー

チ事業、市民が自ら企画する事業などの支援を行いました。 

 

夢美術館では、特別展「イメージの魔術師 エロール・ル・カイン展」、「ますむらひろしの銀河鉄道の夜―

完結編」「ディーン・ボーエン オーストラリアの空と大地とそこに生きる私たち」「荻須高徳リトグラフ展―稲

沢市荻須記念美術館コレクション―」及び収蔵品展示を開催し、「エロール・ル・カイン展」「ますむらひろしの

銀河鉄道の夜」では入場者数が連続して予想を超える盛況となり、年間では目標を約 1 万人上回る 

43，298 人とすることができました。 

隔年で開催している「市民公募 夢美エンナーレ入選作品展」では、70 点の入選作品を展示、選出された

大賞 1 名、準大賞 2 名、奨励賞 10 名の方を表彰しました。 

 

 （1)鑑賞事業 

①一流の芸術実演団体やアーティストによる公演 

「東京交響楽団第 12 回八王子定期演奏会」や「小林愛実ピアノリサイ

タル」や南大沢クラシックシリーズ第 5弾として「砂川涼子ソプラノリサイ

タル」、「ＳＡＬＴ＆ＳＵＧAＲ『30 年ってあなた！』」などの公演を実施し

ました。 

 

②親しみの持てる企画で質の高い芸術文化に触れる機会を提供する 

「ドラゴンクエストコンサート」や夏休み恒例の子ども向けコンサートな

どのオーケストラ公演、「八王子 如月演芸祭 其の二」など、多様なジャ

ンルで文化芸術の鑑賞機会を提供しました。 

 

③国内外で高い評価を受けている優れた美術品等の紹介 

「エロール・ル・カイン展」、「ディーン・ボーエン」、「荻須高徳リトグラフ展」

を特別展で開催しました。 

 

④現代の息吹を感じ未来を志向する、学生や子どもも楽しめる展覧会の

開催 

「ますむらひろしの銀河鉄道の夜」は、原画の展示やホワイエで原画の彩

色をテーマにしたインタビュー企画のパネル展示を行い、来館者に楽しん

でいただきました。 

 

⑤地域ゆかりの美術作品を紹介 

市にゆかりの作家の作品、昨年度寄贈を受けた神邊コレクション（近代

木版口絵）について引き続き調査研究を進め、収蔵品展示で紹介しました。 

 

 

 

荻須高徳リトグラフ展ギャラリートーク 

ますむらひろし展 展示風景 

小林愛実ピアノリサイタル 

如月演芸祭 
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（2）芸術・文化活動等普及事業 

①各種体験ワークショップと発表公演 

学生や若者が対象の「演劇ネットワークぱちぱち」では、「演劇を続ける

環境づくり」をテーマにした各種ワークショップや発表公演を実施するな

ど、ネットワークづくりに取り組みました。八王子ユースオーケストラの特

別公演では八王子のバレエ団体「バレエシャンブルウエスト」、「川口ゆり子

バレエスクール」と共演、小中学生を対象にした「Ｍ.Ｏ.Ｂダンスワークショ

ップ」では年 2 回発表会を実施するなど、地域に根差した次世代向けの事

業を実施しました。 

学生を対象とした「学生の“KOTEN”芸能」では、篠笛をテーマとして開

催し八王子ゆかりの音楽等を紹介しました。 

 

②八王子独特の芸術文化の普及 

「伝承のたまてばこ～多摩伝統文化フェスティバル 2025～」では、八

王子車人形と薩摩派説経節の公演、影絵・芸妓公演・八王子織物など八王

子オリジナルのコンテンツなど、伝統の継承と若い関心層の開拓、普及を

図りました。 

 

③質の高い芸術文化の普及を図るため、気軽に足を運べるコンサートの実施

やトークイベントへの演奏家派遣 

平日の午前中に市民が気楽に楽しめる「モーニングコンサート」を開催し

ました。学校アウトリーチ事業では市内小学校 10校に演奏家・演劇団体を

派遣し、社会包摂の観点や学校のニーズを踏まえて演奏家・演出家と企画

したプログラムで、子どもたちが生の音楽・演劇を体感できる機会を提供

しました。 

J:COM ホール八王子では、八王子ゆかりのアーティストを起用し

「SEASON’S コンサート」をロビーにて開催しました。 

いちょうホール・南大沢文化会館では通年で出演者を公募し、ロビーコ

ンサートを行いました。 

 

④八王子の街なかやホール、地域で気軽に音楽やアート、伝統芸能に親しみ、

その価値を再発見できる機会を創る 

「八王子芸術祭 2025」では、アーティストやキュレーターなどとともに

地域リサーチを行い、街の歴史を表す織物・染物工場跡を会場として地域

特性に即した展示を行いました。音楽・演劇分野でも地域の素材を使って

の楽器制作とコンサートや、身近に親しめる演劇ワークショップ等を行い

ました。また地域で活動する地域案内人のガイドツアーや工場職人等が手

掛ける織物産業文化の展示、市民が出演・主催する演劇公演など、地域住

民による芸術祭期間中のイベント開催を支援しました。 

「伝承のたまてばこ～多摩伝統文化フェスティバル 2025～」では、多

様な催しを、いちょうホールを中心として桑都テラスや横山町公園などの

街中に展開し、伝統の継承と若い関心層の開拓、普及を図りました。 

 

⑤市民の優れた美術作品を展示 

隔年開催の市民公募展を実施し 70 点の入選作品を展示、来館者による

投票を行う参加型の企画を行いました。 

 

  

八王子ユースオーケストラ with 

バレエシャンブルウエスト 

第 2 回特別公演 

八王子芸術祭 🄫pukarinpark 

伝承のたまてばこ 
～多摩伝統文化フェスティバル 2025～ 

学生の“KOTEN”芸能 

SEASON’S コンサート 
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⑥他の機関や市民団体等と連携した事業 

東京富士美術館、村内美術館と連携して市内の美術館をめぐるスタン

プラリー「はちおうじ美術館めぐり３館ラリー」を「ディーン・ボーエン」

会期中に実施しました。 

また、八王子美術連盟と共催し、市内のギャラリーをめぐる「八王子画廊

散歩」を実施しました。 

 美術館の廊下に全国の美術館のポスターを掲示して、美術展開催情報を 

提供しました。 

 

⑦アーティストや研究者によるトーク等 

展覧会の内容をより深く理解していただくため、いちょうホールや東京

たま未来メッセでアーティストや研究者による講演会を開催したほか、展

示室で作品を鑑賞しながら作家本人や学芸員等が解説するギャラリートー

クを実施しました。 

 

⑧教育普及事業 

展覧会をより楽しんでいただくため、ホワイエでクイズや展覧会に関連

したパネル展示、公募展に併せてペットの写真公募や「ぬいぐるみお泊り

会」などを企画・実施しました。 

また、特別展の図録や関連グッズや当館で制作した所蔵作家の図録や絵

葉書などのグッズを販売しました。 

 

（3）公演等支援事業 

市民団体が主催する演劇等の公演や、「青少年のための南大沢音楽祭」などの地域のフェスティバルに

対し、当日の運営や舞台作りのアドバイスや会場利用料の一部助成などの支援を行いました。 

2.コミュニティの振興事業 

(1)コミュニティ育成事業 

ふれあいのあるまちづくりの推進及び地域住民の交流促進を図るため、

地域コミュニティの高揚及び啓発の場を提供しました。 

 

①コミュニティづくりの活性化 

地域住民協議会と協働し、地域の子どもを対象にした「バスケットボー

ル教室」や「戦後 80 年 今こそ戦争を語る」など４つのコミュニティ講座を

開催しコミュニティづくりの活性化に努めました。 

 

②住民協議会連携事業 

１７地域住民協議会で組織する住民協議会連絡協議会を 5 回（うち１回は総会）開催し、情報交換や

意見交換を行いました。また、地域住民協議会役員を対象として健康についての講演会を実施しまし

た。また、コミュニティリーダー養成講座を開催しました。 

 

③地区図書室の運営 

地域住民協議会や地域運営団体とともに、１３の地区図書室を運営し、図書の貸出・返却業務、蔵書管

理をはじめ読み聞かせや季節の装飾などの行事や地区図書室運営担当者の研修会・連絡会を開催しまし

た。 

 

④コミュニティ用具の貸出し（収益事業） 

各種団体にコミュニティ用具の貸出しを行い、コミュニティ活動の活性化に寄与しました。 

 

来日したボーエン夫妻 

エロール・ル・カイン展 講演会 

ぬいぐるみお泊り会 

バスケットボール教室 
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(2)コミュニティ活動の支援事業 

地域住民協議会への運営経費や市民センターまつりの開催経費等を助成しました。 

 

①住民協議会への助成事業 

地域コミュニティづくりの推進団体である１７地域住民協議会の活動を支援するため、運営費や広報紙

の発行費用の一部を助成しました。 

 
②まつりへの助成事業 

「フラワーフェスティバル由木」、「八王子まつり」の経費の一部を助成し、事務局を担当しました。 

 
3．学園都市づくりの推進事業 

(1)市民大学「八王子学園都市大学（いちょう塾）」の運営事業（受託事業） 

八王子学園都市大学（いちょう塾）では、大学コンソーシアム八王子加盟

の２５大学等を含む講座提供機関より 265 講座の提供があり生涯学習の

推進に寄与しました。 

また、受講生の募集のため、講座案内 13,000 部を作成するとともに、

学園都市センターをはじめとする市施設に講座ごとに作成したチラシを配

布するなど、市内外への周知に努めました。 

 

(2)学園都市づくりの支援事業 

「大学コンソーシアム八王子」による、八王子地域を舞台に地域貢献を目的として学生が企画・運営・実

施した事業に補助金を交付する「学生企画事業補助金」に負担金を支出することにより、学生の活動支援

を行いました。 

 

4．施設管理及び貸与事業 

（1）八王子市地域市民センター18 館及び地区会館 13 館  

 

市民センター18 館及び地区会館 13 館について、地域住民協議会や地元町会・自治会などと連携

し、利用案内、施設貸出及び利用料金徴収などの業務や、施設や設備の保守管理業務を行いました。 

 

  ＜市民センター＞ 

開館日数  339 日 

利用者数 1,437,919 人   施設利用率 60.2％ ※区分利用率 

利用者満足度調査結果 総合的な満足度 ９８．５％（大いに満足と満足の合計）  

   

 

（2）八王子市芸術文化会館（いちょうホール） 

 

約 1 年半の大規模改修工事が終わり、様々な記念事業を企画調整のうえ 7 月にリニューアルオープ

ンしました。 

芸術文化会館（いちょうホール）の指定管理者として、指定管理申請における提案書に基づき、利用

案内、施設貸出、利用料金徴収などの業務及び施設や設備の保守管理業務などで適正な管理運営を

行うとともに、施設利用の促進及び利用者満足度向上に努めました。 

 

開館日数  308 日 

利用者数 152,443 人    施設利用率 50.4％ 
利用者満足度調査結果 総合的な満足度 99.4％(大いに満足と満足の合計) 
 
※休館期間 令和 5 年 11 月 6 日～令和 7 年 6 月 30 日 

いちょう塾 授業風景 
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（3）八王子市南大沢文化会館 

 

南大沢文化会館の指定管理者として、指定管理申請における提案書に基づき、利用案内、施設貸出、 

利用料金徴収などの業務及び施設や設備の保守管理業務などで適正な管理運営を行うとともに、施 

設利用の促進及び利用者満足度向上に努めました。 

   

   開館日数  308 日 

利用者数 122,044 人    施設利用率 84.8％ 
利用者満足度調査結果 総合的な満足度 100.0％(大いに満足と満足の合計) 

 

 

（4）八王子市学園都市センター 

 

学園都市センターの指定管理者として、指定管理申請における提案書に基づき、利用案内、施設貸

出、利用料金徴収などの業務及び施設や設備の保守管理業務などで適正な管理運営を行うとともに、

施設利用の促進及び利用者満足度向上に努めました。また、令和 8 年 1 月 13 日より交流サロンを開

放し、利用者の利便性向上につなげています。 
      

開館日数  357 日 

利用者数 106,527 人    施設利用率  84.2％ 
利用者満足度調査結果 総合的な満足度  100.0％(大いに満足と満足の合計) 

 
 

（5）八王子市夢美術館 

 

夢美術館の指定管理者として、施設、設備、備品、収蔵品の適正な管理及び受付業務（観覧料の徴収

など）を行いました。 

 

開館日数  238日  

施設利用・事業参加者数  49,663人（うち展覧会入場者数４３，298人） 

利用者満足度調査結果 総合的な満足度 95.9％（大いに満足と満足の合計） 

 

5．広報宣伝・会員事業 

ホームページや情報紙等を通じて、事業及び催し物の情報提供を行いました。情報紙は八王子市内へ全

域配布し、「ラ♪ラ♪ラ MAGAZINE Online」では、アーティストをはじめとして芸術文化を支える様々な

方の取材記事をホームページに掲載し、事業の意義を市民に伝える広報を実施しました。また、友の会の入

会金の無料を継続し、会員数増を図りました。さらに、地元 WEB メディアへの取材記事掲載、ビジョン広告

等情報発信に取り組みました。 
 

 
6．収益事業 
利用者の利便性の向上を目的として、駐車場の管理・運営、チケットやグッズの受託販売等を行いました。 
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7．その他の事業 

（１）大学コンソーシアム八王子の支援 

全国有数の規模を持つ学園都市という地域特性を活かし、大学・学生・市民がそのメリットを感じること

ができ、高等教育の充実、地域社会の発展及び地域の国際化の推進など魅力ある学園都市の形成に向け

た事業を展開する「大学コンソーシアム八王子」との協定に基づき、財団職員を事務局へ配置し、運営を支

援しました。 

「八王子の文化の理解を深め、日本との架け橋になろう！」をテーマに開催された「外国人留学生支援

事業」取組の一つである「留学生座談会」について、大学コンソーシアムと提携し、「伝承のたまてばこ～多

摩伝統文化フェスティバル 2025〜」を活用し、留学生の日本および八王子の歴史・文化への理解促進を

目的に、プログラムの実施および円滑な参加に向けた支援を行いました。 

 

（２）市内で行われる祭り、フェスティバル等の支援 

「踊れ西八夏まつり」、「八王子いちょう祭り」の運営費の一部を助成するとともに、運営の支援を行いま

した。 

 
８．法人管理 

予算決算・経理・人事管理等を適正に行い、円滑な運営に努めました。また、評議員会を 2 回、理事会を

3 回、諮問委員会を 2 回開催しました。 

公益法人の運営体制の充実を図るための取組として、公益通報者保護規程を制定し内部通報窓口を設

置したほか、雇用やハラスメントなど、各種法令等に基づく相談を受け付ける相談窓口を設置しました。 

 

(1)財政収支の改善 

収入の核となる利用料金収入は、市民センターが過去最高額を達成したものの、夢美術館を除き予算

に達せず、昨年度の 93％（芸術文化会館を除く。）にとどまりました。そのほか、休館していた芸術文化会

館のオープン等により、共催手数料収入は昨年度のおよそ２倍となりましたが、外部助成金の獲得には至

らないなど、自主財源の強化を図ることができませんでした。 

 

(2)サービス品質の向上 

「お客様の声対応システム」による分析に基づき、お客様の意識やニーズの変化を施設運営の改善につ

なげ、お客様の目線に立った運営を行いました。また、情報セキュリティポリシーに基づき情報資産や情報

機器を適正に管理しました。 

 

(３)人材育成と組織力強化 

新規採用者や昇任者の外部研修への参加、研修計画に基づく会計研修を始めとした各種研修を実施し

たほか、引き続きカスタマーハラスメント対策としてのクレーム対応研修や、働きやすい職場づくりのため

のハラスメント防止研修を実施するなど、より良いサービスを提供する人材の育成を図りました。 

情報発信については、芸術文化公演をはじめとする各種催物などの情報や本財団が管理運営する施設

の利用案内をホームページ、情報紙等で市民に発信しました。 

事業継続可能な執行体制の構築のため、昇任制度の弾力的な運用を進め、働きやすい職場づくりとと

もに、職員の定着化とモチベーションの向上を図りました。 

 

(4)第 3 次中期経営計画の目標達成 

第３次中期経営計画（令和３～７年度）及び指定管理提案の目標を達成するために掲げた施策や目標を

達成するために作成した各所管の課別経営計画について、進捗状況や成果について情報を共有、課題に

ついて検討を行い、効率的・安定的な経営に努めました。また、第 4 次中期経営計画（令和 8～12 年度）

を策定しました。 



令和7年度事業報告には、「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在し

ないので、定款第9条第1項第2号に規定する事業報告の附属明細書は作成して

いません。 


